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第
32
回
日
本
高
齢
者
大
会
へ
よ
う
こ
そ
！ 

熱
海
か
ら
高
齢
期
運
動
を
広
げ
よ
う
！ 

 

昨
年
の
沖
縄
大
会
は
季
節
外

れ
の
台
風
襲
来
で
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
大
会
開
催
は
2
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
今
大
会
は
沖

縄
大
会
の
内
容
と
精
神
を
引
き

継
ぐ
も
の
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
大
会
の
開
催
意
義
と
目

的
は
、
ま
ず
第
一
に
「ま
ち
か
ら

村
か
ら
の
連
帯
で
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
実
践
し
、
国
の
責
任

を
投
げ
捨
て
た
社
会
保
障
改
悪

を
や
め
さ
せ
、
充
実
を
求
め
る 
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第 ３２ 回 

2
年
ぶ
り
の
大
会
で
す 

参
加
者
の
み
な
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
ひ
さ
し
ぶ
り 

よ
う
こ
そ
熱
海
へ
！ 

 

第
32
回
日
本
高
齢
者
大
会in

熱
海
実
行
委
員
会 

 

事
務
局
長 

武
市
和
彦 

運
動
を
強
化
し
、
高
齢
者
の
要

求
を
結
集
し
て
ゆ
く
場
と
す
る

こ
と
。
第
二
に
、
憲
法
、 

９
条
改

悪
阻
止
、
沖
縄
の
新
基
地
建
設

反
対
憲
法
が
輝
く
平
和
な
未
来

へ高
齢
者
の
意
志
を
結
集
し
、
国

民
的
な
運
動
の
一
翼
を
担
う
場

と
す
る
こ
と
。 

第
三
に
高
齢
者
の
運
動
を
交
流

し
な
が
ら
、
高
齢
期
運
動
の
共

同
を
広
げ
、
全
国
で
地
域
連
絡

会
づ
く
り
を
す
す
め
る
力
と
す

る
こ
と
の
３
点
で
す
。 

 
会
場
と
宿
泊
が
同
じ
場
所
で

高
齢
者
大
会
の
参
加
者
だ
け
の

貸
切
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
時

間
を
気
に
せ
ず
夜
の
企
画
な
ど

に
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
大
い

に
学
び
交
流
し
て
い
た
だ
き
、
充

実
し
た
二
日
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。 

 

地
元
静
岡
、
神
奈
川
、
東
京
の

み
な
さ
ん
が
要
員
と
し
て
大
会

を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

参
加
の
し
お
り 

訂
正
と

お
詫
び 

  

第
32
回
日
本
高
齢
者
大
会in

熱
海
の
「参
加
の
し
お
り
」に

以
下
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。 

  

１
８
ペ
ー
ジ 

第
７
教
室
前
半 

福
島
の
今 

原
発
の
今 

 
 

 
 

講
師
名 

伊
藤 

真 

は
誤
り 

伊
東
達
也 

が
正
で

す
。 

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。 

  

４
２
ペ
ー
ジ 

千
葉
民
主
医
療

機
関
連
合
会 

の
左
側
の
マ
ー

ク
は
削
除
お
願
い
し
ま
す
。
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
く
れ
ぐ
れ
も
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。 

 

静
岡
県
立
熱
海
高
校
エ
イ

サ
ー
部
紹
介 

 

エ
イ
サ
ー
は
旧
暦
の
7
月
15
日

に
あ
た
る
旧
盆
の
夜
、
各
家
の
無

病
息
災
、
家
内
安
全
、
繁
盛
を

祈
り
祖
先
の
霊
を
供
養
す
る
沖

縄
の
伝
統
行
事
で
す
。
下
界
に

降
り
て
来
た
先
祖
の
霊
を
再
び

あ
の
世
へと
送
り
だ
す
た
め
、
太

鼓
の
音
で
脅
か
す
と
さ
れ
ま
す
。

静
岡
県
立
熱
海
高
校
の
エ
イ

サ
ー
部
は
創
立
10
年
以
上
。
観

客
数
１
０
０
万
人
を
超
え
る
「新

宿
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
」に
も
毎
年

出
演
。
施
設
慰
問
や
イ
ベ
ン
ト
参

加
な
ど
、
熱
海
市
内
と
県
外
を

含
め
４
０
を
超
え
る
回
数
の
演
舞

を
披
露
。  

 
 

 
 

 
 

 



 

熱
海
の
観
光
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト 

起
雲
閣
の
歴
史 

 
 

 

今
回
の
会
場
の
一
つ
で
あ
る
「起
雲
閣
」は
１
９
１
９
年
（大
正
8

年
）に
建
て
ら
れ
、
も
と
も
と
は
実
業
家
や
政
治
家
た
ち
の
別
荘
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
度
か
所
有
者
が
変
わ
り
、
一
時
期

は
旅
館
と
し
て
営
業
も
し
て
い
ま
し
た
。 

 

今
で
は
貴
重
な
ガ
ラ
ス
板
を
使
っ
た
天
井
か
ら
の
採
光
が
美
し
く
、

和
風
の
建
築
に
暖
炉
や
ロ
ー
マ
風
呂
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
ダ
ン

な
雰
囲
気
に
。 

映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
最
近
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「花
子
と
ア
ン
」の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
 

事務局からのご連絡 
  

①全体会終了後の退室順 
（1）大野屋の宿泊者＝東京・大阪・愛知・香川は先に出発します。 
２７人乗りホテルバス3台ピストン運転します。 
歩きもお願いします。徒歩１０分。案内要員配置。 
（2）ニューフジヤ本館宿泊者 下記以外 
（3）ニューフジヤアネックス館（新館）宿泊者 神奈川・新潟・山
形・静岡 
  
➁本日（25日）大野屋宿泊者対象のニューフジヤでの「夜の企
画」参加者へのホテルバス運行します 
  19時15分より 大野屋からニューフジヤ 
  終了後 21時15分より ニューフジヤから大野屋 

 ただし 台数に限りがありますので、申し訳ございませんが徒
歩での移動 
（約１０分）もお願いします。 
  
➂２６日（月）朝のバス運行・ホテル外の移動分科会について 
  8時10分～8時半 ニューフジヤ・大野屋間 27人乗りホテル
バ 
  ス3台ピストン運行。歩きもお願いします。 
  ホテル以外の講座分科会会場は徒歩移動をお願いします 
 
資料袋同封地図参照・案内要員配置 
  起雲閣はニューフジヤ・大野屋から徒歩５分（入口は裏側） 
  総合福祉センター・中央公民館はニューフジヤから徒歩３分    
  大野屋から徒歩１０分（ニューフジヤまでのバス利用を推奨） 

熱
海
観
光
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト 

 

紅
葉
見
学
な
ら
「熱
海
梅
園
」

の
も
み
じ
ま
つ
り 

 

「日
本
一
早
咲
き
の
梅
」で
知
ら

れ
る
熱
海
梅
園
は
、
実
は
紅
葉
ス

ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。 

園
内
に
は
カ
エ
デ
類
が
３
８
０
本
あ

り
、
温
暖
な
気
候
の
せ
い
か
、
毎
年

11
月
下
旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
色

づ
く
た
め 

「日
本
一
遅
い
紅
葉
」と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

も
み
じ
ま
つ
り
期
間
中
は
、
毎
年

恒
例
の
足
湯
開
設
、
熱
海
梅
園
も

み
じ
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
「も

み
じ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」等
を
実
施
し

ま
す
。 

■
Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
よ
り
Ｊ
Ｒ
伊
東
線
に

て
約
3
分
（
1
駅
）→

Ｊ
Ｒ
来
宮
駅

下
車 

 

徒
歩
10
分 

入
園
無
料 

静
岡
県
熱
海
市
梅
園
町
8-

11  
  

奈
良
時
代
、
箱
根
の
万
巻
上
人
が
、

海
中
に
沸
く
熱
湯
に
よ
っ
て
魚
類
が
焼

け
死
に
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
い
た

漁
民
た
ち
の
訴
え
を
聞
き
、
祈
願
に

よ
っ
て
泉
脈
を
海
中
か
ら
山
里
へ移
し
、

「こ
の
前
に
お
社
を
建
て
て
拝
め
ば
、
現

世
も
病
を
治
す
、
来
世
も
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
」と
人
々
に
説
い
た
と
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
が
現
在
の
大
湯
で

あ
り
、
そ
の
お
社
は
薬
師
如
来
と
少
彦

名
神
を
お
祀
り
し
て
こ
の
地
の
守
り
神

と
し
た
、
湯
前
権
現
（現
在
の
湯
前
神

社
）で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
「熱
海
」と
書
い
て
、
「あ
た
み
」

と
読
む
こ
の
地
名
の
由
来
は
、
海
中
よ

り
温
泉
が
凄
ま
じ
く
沸
き
あ
が
り
、
海

水
が
こ
と
ご
と
く
熱
湯
と
な
っ
た
た
め
、

「あ
つ
う
み
が
崎
」と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が

変
じ
て
「あ
た
み
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 



 

熱
海
の
観
光
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト 

循
環
バ
ス
「湯
～
遊
バ
ス
」

の
ご
あ
ん
な
い 

  

熱
海
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

ぐ
る
り
と
巡
る
な
ら
「湯
～

遊
～
バ
ス
」が
お
す
す
め
。

１
日
13
便
（土
日
祝
は
18

便
）、
バ
ス
停
16
か
所
、
約

40
分
で
市
街
地
を
周
遊
で

き
ま
す
。
観
光
施
設
で
の

割
引
も
あ
り
お
得
感
満
載

で
す
。
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
を
購

入
す
れ
ば
、
1
日
に
何
度

で
も
乗
り
降
り
で
き
ま
す
。 

 

車
中
で
は
、
地
元
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
が
熱

海
を
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。

約
３
０
分
に
一
本
の
間
隔
で

す
。
最
終
便
は
午
後
４
時

ご
ろ 

 
 

  

■
一
回
利
用
２
５
０
円 

  

■
フ
リ
ー
切
符
７
５
０
円 

東
京
保
健
生
活
協
同
組

合 

事
務
局
組
織
部 

 

山
口
弘
樹
さ
ん 
 

 
 

こ
ん
に
ち
は
、
第
32
回

高
齢
者
大
会
全
大
会
の

司
会
を
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
東
京
保
健
生
活
協

同
組
合
の
山
口
弘
樹
と
申

し
ま
す
。
30
歳
の
2
児(

両

方
と
も
男
の
子)

の
父
で
す
。

休
日
は
子
ど
も
と
一
緒
に

特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
番
組
を
見

た
り
、
公
園
で
サ
ッ
カ
ー

を
し
た
り
す
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
初
め
て
参
加
し

た
高
齢
者
大
会
は
2
年

前
の
東
京
大
会
で
、
そ
の

時
は
青
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

会
場
誘
導
を
し
て
い
ま
し

た
。 

 

緊
張
す
る
と
早
口
に

な
っ
て
し
ま
い
、
聞
き
づ
ら

い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
精
一
杯
、
司

会
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
、
暖
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

全
日
本
年
金
者
組
合 

東
京
都
本
部 

府
中
支

部 

佐
藤
祐
子
さ
ん 

   

20
年
前
に
年
金
者
組

合
に
加
入
し
、
以
来
「年

金
女
性
部
」で
主
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
。 

日
本
高
齢
者
大
会
に
初

め
て
参
加
し
た
の
は
、
第

19
回
の
神
戸
大
会
で
、
女

性
部
が
主
催
し
18
名
で

参
加
し
ま
し
た
。
2
回
目

は
第
29
回
和
歌
山
大
会

で
、
こ
れ
も
女
性
部
が
主

催
し
、
10
名
で
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
が
3
回
目
の

参
加
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
間
に
私
も
立
派
な

高
齢
者
と
な
り
、
最
近
で

は
年
金
者
組
合
の
活
動

が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
来
ま

し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
学
習
と
皆

さ
ん
と
の
連
帯
を
力
に
、

楽
し
く
、
高
齢
期
運
動

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

夜
の
企
画
の
ご
紹
介 

『Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
１
９
６
５
』 

17
年
制
作/

上
映
時
間
95
分 

 

 

１
９
６
５
年
、
米
軍
占
領
下
の
沖
縄
。
本

土
復
帰
を
求
め
る
祖
国
復
帰
行
進
の
さ
な

か
、
報
道
写
真
家
の
嬉
野
京
子
さ
ん
に

よ
っ
て
1
枚
の
写
真
が
撮
ら
れ
た
。
幼
い
少

女
が
無
残
に
も
米
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
に
轢
殺

さ
れ
た
、
当
時
の
沖
縄
の
縮
図
と
い
え
る

写
真
だ
っ
た
。
本
作
は
沖
縄
の
ガ
ン
ジ
ー
こ

と
阿
波
根
昌
鴻
を
は
じ
め
、
沖
縄
の
祖
国

復
帰
運
動
や
基
地
問
題
を
さ
ま
ざ
ま
な

証
言
で
浮
き
彫
り
に
す
る
。
特
に
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
戦
争
で
多
く
の
人
を
殺
し
た
と
告
白
す

る
元
海
兵
隊
員
が
、
沖
縄
で
非
暴
力
に
目

覚
め
て
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
心
に
残
る
。
辺

野
古
の
新
基
地
建
設
断
念
と
す
べ
て
の
米

軍
基
地
の
廃
止
、
そ
し
て
平
和
な
未
来
への

願
い…

沖
縄
の
戦
後
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な

い
。 

■
25
日
（日
）
19
時
30
分
よ
り 

 

ニ
ュ
ー
フ
ジ
ヤ
ホ
テ
ル
３
階
コ
ー
ラ
ル
に
て 

～
全
体
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
～ 

司
会
の
ご
紹
介 

「芭
蕉
布
」に
こ
め
ら
れ

た
思
い 

 

歌
曲
「芭
蕉
布
」は
、
19
65
年
7
月

2
日
に
、
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
で
沖
縄
系
三

世
の
ア
メ
リ
カ
人
歌
手
、
ク
ラ
ラ
新
川

の
演
唱
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
楽
曲
で

す
。 

普
久
原
恒
勇
が
新
し
い
沖
縄
の
楽
曲

づ
く
り
に
情
熱
を
傾
け
て
、
西
洋
音

楽
で
も
既
存
の
沖
縄
民
謡
で
も
な
い

新
し
い
沖
縄
サ
ウ
ン
ド
を
作
り
出
し

ま
し
た
。 

歌
詞
は
、
沖
縄
で
中
学
校
教
師
を
し

て
い
た
吉
川
安
一
が
沖
縄
口
で
作
成

し
ま
し
た
。 

吉
川
は
こ
の
詞
に
つ
い
て
、
「母
が
芭

蕉
布
を
織
っ
て
い
た
が
、
そ
の
幼
い
こ

ろ
の
記
憶
を
縦
糸
に
、
亜
熱
帯
海
洋

性
の
温
暖
な
自
然
の
美
や
独
自
の
言

語
、
文
化
を
横
糸
に
し
て
織
り
な
し
、

特
に
地
域
を
限
定
し
な
い
ふ
る
さ
と

沖
縄
賛
歌
と
し
て
書
い
た
。
」と
語
っ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
海
の
青
さ
、
空
の
青
さ
に
は

「温
暖
な
気
候
や
自
然
の
美
、
自
分
の

母
だ
け
で
な
く
沖
縄
の
女
性
の
明
る

さ
や
優
し
さ
を
象
徴
さ
せ
る
」と
と

も
に
「平
和
の
色
彩
」の
シ
ン
ボ
ル
に
し

た
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。 

全体会の
オープニ
ング曲 



第
3
教
室
前
半
・後
半 

「憲
法
に
も
と
づ
く
社
会
保
障
と
日
本
経
済
の
再

生
」「ア
ベ
改
憲
政
治
の
思
想
と
背
景
」 

          
 

神
戸
大
学
名
誉
教
授 

 

二
宮
厚
美 

氏 
   

講
座
前
半
で
は
、
憲
法
の
生
存
権
を
担
う
社
会
保
障
の
意
義

が
語
ら
れ
ま
す
。
社
会
保
障
の
柱
と
し
て
①
労
働
権=

雇
用
保

障
、
②
教
育
保
障
、
③
最
低
所
得
保
障
、
④
保
育･

福
祉･

医
療

等
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
保
障
、
⑤
住
宅
・環
境
保
障
の
5
つ
で
す
。 

 

講
座
後
半
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
そ
の
他
の
「
ア
ベ
政
治
」
暴
走
の
状

況
と
「
新
自
由
主
義
プ
ラ
ス
歴
史
修
正
主
義
」
の
思
想
に
つ
い

て
、
21
世
紀
の
現
代
か
ら
み
れ
ば
、
文
字
通
り
歴
史
反
動
的

(

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ)

な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
戦
後
日
本
に
根
づ
い

た
憲
法
と
民
主
主
義
の
思
想
か
ら
み
れ
ば
、
時
代
錯
誤
的
な
も

の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
一
方
で
の
新
自
由
主
義

と
他
方
で
の
歴
史
修
正
主
義
は
論
理
的
に
は
互
い
に
矛
盾
す
る

こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 

第
6
教
室 

「明
治
１
５
０
年
を
ど
う
見
る
か—

明
治
礼
賛
史
観
を

糺
す—

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

明
治
大
学
教
授 

山
田
朗 

氏 
  

現
在
、
「明
治
15
0
年
」「明
治
の
精
神
に
学
ぶ
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
に
、
明
治
礼
賛
一
色
に
染
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
明
治
礼
賛
論
の
典
型
事
例
と
し
て
20
15
年
に
出
さ
れ
た
「安

倍
談
話
」を
と
り
あ
げ
、
中
国
と
の
戦
争
に
対
す
る
無
視
と
、
日
露
戦

争
に
対
す
る
高
評
価
を
検
討
し
ま
す
。 

 

後
半
で
は
、
日
本
社
会
全
体
と
し
て
〈戦
争
の
記
憶
〉の
希
薄
化
が
進

展
し
て
い
る
現
状
に
ふ
れ
、
希
薄
化
の
背
景
に
あ
る
〈戦
争
の
記
憶
〉の

継
承
の
さ
れ
方
、
〈記
憶
〉の
私
的
継
承
の
断
絶
と
い
う
問
題
を
考
え

ま
す
。 

本
報
告
で
は
、
日
本
の
戦
争
の
実
相
、
兵
士
た
ち
の
悲
劇
を

集
中
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
中
国
戦
線
・特
攻
作
戦
・沖
縄
戦
に
焦
点

を
あ
て
、
近
代
日
本
の
膨
張
・軍
拡
政
策
の
帰
結
と
し
て
の
戦
争
と
、

そ
の
矛
盾
の
現
れ
と
し
て
の
戦
闘
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。 

第
２
分
科
会 

 

老
人
医
療
無
料
化
を
す
す
め
る
た
め
に
～ 

 
「日
本
一
の
福
祉
の
町
づ
く
り
」を
す
す
め
る
日

の
出
町
か
ら
の
報
告 

  
東
京
都
日
の
出
町
町
議 

折
田 

眞
知
子 

氏 
   

日
の
出
町
は
東
京
の
西
の
は
ず
れ
に
あ
る
、
人
口
が
１
７
０
０
０

人
に
満
た
な
い
町
で
す
。
少
子
化
と
高
齢
化
が
課
題
と
な
り
、

そ
の
対
策
に
足
を
踏
み
出
し
結
果
を
示
し
た
と
い
え
ま
す
。 

 

町
は
、
平
成
１
８
年
下
水
事
業
が
終
了
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

ほ
ぼ
終
了
し
た
と
し
て
、
「子
育
て
支
援
の
充
実
と
高
齢
者
に
優

し
い
日
本
一
の
町
づ
く
り
」
を
掲
げ
ま
し
た
。 

 

宣
言
の
内
容
は
、
７
５
歳
以
上
の
医
療
費
の
無
料
化
。
７
５
歳

に
な
ら
れ
た
と
き
の
人
間
ド
ッ
ク
の
無
料
化
。
健
康
教
室
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支
援
を
す
る
こ
と
、
健
康
管
理
・
健
康
増
進
を

図
り
ま
す
と
い
う
も
の
で
す
。 

高
齢
者
の
足
の
確
保
な
ど
、
具

体
的
な
施
策
と
財
源
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い
ま
す
。 

第
７
分
科
会 

「東
京
に
、
わ
が
ま
ち
に
高
齢
者
は
木
を
植
え
よ
う
！
」

国
際
生
態
学
セ
ン
タ
ー
所
長 

鈴
木
邦
雄
先
生
（前
横

浜
国
立
大
学
学
長
） 

報
告
1 

：シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会 

事
務
局
長 

吉
岡
尚
志 

氏 
報
告
２
：株
式
会
社 

研
進
（障
碍
者
就
業
支
援
団
体
）

代
表
取
締
役 

出
縄
貴
史 

氏 
  

異
常
気
象
、
自
然
災
害
な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。
防
ぐ
た
め
に
抜
本

的
な
手
立
て
を
打
た
な
け
れ
ば
人
類
の
危
機
で
す
。
わ
が
ま
ち
に
木

を
植
え
、
森
を
つ
く
る
こ
と
、
有
効
な
防
止
策
で
す
。
な
ぜ
、
ど
う
東

京
な
ど
の
都
市
に
木
を
植
え
る
か
に
つ
い
て
、
そ
し
て
高
齢
者
の
と
り

く
み
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
活
動
を
交
流
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。 

 

世
界
で
最
も
危
険
な
ま
ち
・東
京
２
３
区
に
木
を
植
え
る
こ
と
は
困

難
で
す
が
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。
最
近
東
京

の
世
田
谷
区
で
進
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

●充実の分科会をご紹介します● 

中
央
団
体
と
地
域
連

絡
会
代
表
者
に
よ
る
活

動
推
進
交
交
流
集
会 

を
行
い
ま
す 

 

日
時 

 

11
月
25
日
（土
） 

19

時
30
分
～
20
時
30
分 

会
場 

ニ
ュ
ー
フ
ジ
ヤ
ホ
テ
ル 

1F
 

喫

茶
コ
ー
ナ
ー 

参
加
者 

各
県
代
表
者 

中
央

団
体
責
任
者 

内
容 

 
 

1.

75
歳
以
上
の
医
療
費
負
担

の
原
則
2
割
化
に
反
対
す
る
請

願
署
名
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

2.

各
県
取
り
組
み
状
況
交
流 

 
 

～
お
し
ら
せ

～ 


